
アンケート結果、および「提言」の全文は、職員室前の掲示板、学校のホームページにて公開しております。 

 

 

                                                                                                   

                                                  

 

                                                

 

                                              

 

           

   

   

 

                                    

                                 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南が丘小学校への「提言」（要旨） 

１ 子どもたちが仲間とともに楽しく健康で安全な学校生活を送り、社会性が育つ学校 

○ 教職員一人一人が、子どもたちの表情を細かく見て、元気のない子どもには声をかけるなど、丌安や悩みを

かかえる子どもたちにとって「安心感の基地」となり得るよう、教職員がチームとなり、全校体制での対応を

お願いします。 

○ どの子も「自分は大切な存在である」と思い、自分も友だちも大切に思えるよう、家庭と連携し、自己肯定 

感が育つ取組をさらにすすめてください。 

○ 子どもや保護者の抱えている丌安や悩みが早期の段階で、スクールカウンセラーに気軽に相談できるような

体制の周知方法の工夫をお願いします。 

○ 子どもたちが保護者や地域の方に見守られているということを認識し、保護者・地域の方にすすんであいさ

つできるよう、PTA とも連携をとりながら指導をお願いします。 

○ 「自分の命は自分で守る」という意識を持って自主的に行動できるよう、日常から様々な事態を想定した訓 

練や安全教育をお願いします。 

○ 学校での栄養教諭を中心とする食教育を継続し、保護者にそれらの取組の様子を発信するなどして、子ども

たちの望ましい食習慣の定着をめざしてください。 

２ 子どもたちが確かな基礎学力を身につけ、楽しく充実した学習をすすめる学校 

○ すべての学年のどの子どもも学習の基礎・基本が確実に身につくような学習支援体制を整え、わかりやすく

魅力ある授業づくりへの努力をお願いします。 

○ コミュニケーション力を高めるために自分の考えを伝え合い、ともに学び合いながら、学力をさらに確かな

ものにしていくことができるよう、子どもたちの発達段階に応じた授業づくりをお願いします。 

○ 英語科教育の推進においては、学習内容のさらなる検討や教室掲示等の学習環境整備の充実をお願いしま

す。また、小中一貫教育の視点から、９年間を見通した英語科となるように、小中間の教職員の交流も含めて

情報交換・連携をお願いします。 

○ 小中一貫教育においては、９年間を見通した特色ある教育活動を行い、小学校から中学校へのスムーズな適

応と、確かな学力、豊かな人間性や社会性の育成を目指してください。 

３ 子どもたちの学校生活がより充実するために学校運営の改善や教育環境整備をすすめる学校 

○ 小中一貫教育をすすめていくにあたり、さらに小中学校の教職員間の交流を深め、９年間を通した学校教育

をどう進めていくのかを話し合っていってください。 

○ 学校教育目標、学校経営方針は子どもの実態に合わせた分かりやすい目標を設定するようお願いしま

す。 

○ トイレ美化においては、「清掃マニュアル」を活用しながら、清掃の仕方・トイレの使い方について子ども

たちに分かりやすい指導をお願いします。 

４ 保護者・地域の要望を受け止め、保護者・地域と協力して子どもたちを育む学校 

○ 学校を核とした地域づくりをめざす中で、保護者や地域の方にとって、さらに身近な学校になるよう、コミ

ュニティ・スクールとして「開かれた学校」をすすめてください。 

 

平成２ ８ 年 ３ 月 １ ７ 日    第 5 号 

 

教職員との懇談会 

過日は、南が丘学校支援委員会の学校協働部会が実施しました平成２７年度の「学校教育活動に関する

アンケート」にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。（結果は第４号に掲載） 

アンケートの結果は、本年度の取り組みに対する保護者。地域の皆様の評価であり、今後のより良い学

校づくりへの願いであると受け止め、これを分析・考察し、下記の提言としてまとめ、３月 1４日、南が

丘小学校、中学校に提出いたしました。 

この「提言」をもとに、子どもたちが安心して学べる学校を、そして、保護者や地域の方々に信頼され

る小中一貫教育の学校づくりがよりいっそう進められることを願っています。                          

南が丘学校支援委員会       

                           委員長 當野 郁   

                  

南が丘中学校への「提言」（要旨） 

１ 子どもたちが仲間とともに楽しく健康で安心な学校生活を送り社会性が育つ学校 

〇 子どもたちが楽しい学校生活を送るために、教職員一人一人がきめ細やかな対応と、生徒の悩みや問題解決の

手がかりとしてスクールカウンセラーによるカウンセリングを活用した教育相談体制の充実。 

〇 子どもたちにあいさつの大切さ、習慣が身に付くよう、また礼儀・言葉遣いの指導の推進。 

〇 子どもたちが安全な学校生活を送るための防災・防犯マニュアルの整備と現実感のある訓練の実施。 

２ 子どもたちが確かな基礎学力を身につけ楽しく充実した学習をすすめる学校 

〇 子どもたち一人一人のニーズに応じた指導の充実と質の高い授業を実現させ、基礎・基本を大切にした学力を

つける学習支援体制の整備。 

〇 子どもたちが生きていくうえで必要なコミュニケーション力の育成。 

〇 子どもたちの中一ギャップ解消に 9 年間を通して連続性のある教育を充実させる小中一貫教育の推進。 

３ 子どもたちの学校生活がより充実するために学校運営の改善や教育環境整備をすすめる学校 

〇 子どもたちの充実した学校生活、より高い教育効果を得るための学習環境向上のための冷暖房設備の設置・運

動場等の整備。 

〇 小中一貫教育の良さを生かして、小中教職員相互の子ども理解の推進。 

４ 保護者・地域の要望を受け止め保護者・地域と協力して子どもたちを育む学校 

〇 学校を核とした地域に信頼されるコミュニティ・スクール「開かれた学校」の推進。 

〇 コミュニティ・スクールの基本として積極的な情報発信と保護者・地域の声をしっかりと受け止める「開かれ

た学校」の推進。 

〇 地域で子どもを見守りながら育むための、地域の教育力の向上と地域人材の活用の促進。 


